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抄録 

2022年度4月から高等学校では，新学習指導要領（2018年3月30日告示）による指導が年次進行で

本格実施されている．新学習指導要領では，初めて「前文」が設けられ，そこに，教育基本法第2

条に掲げられた，「2 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の

精神を養うとともに，職業及び生活との関連性を重視し，勤労を重んじる態度を養うこと．」とい

う目標が引用されている．この目標実現に向けて，特別活動を核として，学校全体の教育活動の中

で，キャリア教育を適切に行うことが求められている． 

そこで，新学習指導要領の完全実施に際し，前の学習指導要領の中でのキャリア教育の扱いを改

めて整理してみたい．次に，前学習指導要領下で実施された，特徴的なキャリア教育の取組例を紹

介するとともに，筆者が，令和4年3月まで所属した全国普通科高等学校長会のキャリア教育研究委

員会が，全国の校長に向けて実施したアンケートに現れたキャリア教育に対する学校長の考え方を

報告する．最後に，新学習指導要領におけるキャリア教育について言及する． 

 

１．はじめに 

2018 年（平成 30 年）に告示された高等学校新

学習指導要領が，いよいよ令和 4 年 4 月から，年

次進行で実施されている． 

本稿では，初めに，前の高等学校学習指導要領

（2009 年（平成 21 年）告示）で，「キャリア教育」

が，どのように扱われてきたかを読み解きながら，

その意義を改めて考察する． 

次に，前の学習指導要領下で実践された特徴的

な高等学校のキャリア教育の取組を紹介するとと

もに，前学習指導要領下での，高等学校長のキャ

リア教育対する意識の一端を報告する． 

そして，最後に，新学習指導要領で目指そうと

するキャリア教育像を確認する．  

なお，本稿では，学習指導要領内の総則並びに

特別活動に絞って論じることとし，職業に関する

各教科・科目については扱わないことをお断りし

ておく． 
 

２．キャリア教育 

2.1. キャリア教育の初出 

本稿の主題となる「キャリア教育」という語句

の定義を初めに明確にする．  

 平成 11 年 12 月の中央教育審議会答申「初等中

等教育と高等教育との接続の改善について」で，

「キャリア教育」という文言が公的に使用された．     

  答申の第 6 章  学校教育と職業生活との接続 

第 1 節  学校教育と職業生活の接続の改善のため
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の具体的方策には， 

   「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図る

ためのキャリア教育（望ましい職業観・勤労観

及び職業に関する知識や技能を身に付けさせる

とともに，自己の個性を理解し，主体的に進路

を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校

段階から発達段階に応じて実施する必要がある．

キャリア教育の実施に当たっては家庭・地域と

連携し，体験的な学習を重視するとともに，各

学校ごとに目標を設定し，教育課程に位置付け

て計画的に行う必要がある．また，その実施状

況や成果について絶えず評価を行うことが重要

である．」[1]とある． 

なお，下線は，筆者が施した．（以下同じである．） 

 ここから，「キャリア教育」に，「望ましい職業

観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付

けさせるとともに，自己の個性を理解し，主体的

に進路を選択する能力・態度を育てる教育」の意

味があること，「体験的な学習の重視」「教育課程

に位置付けて計画的に行う」ことがわかる．これ

を受けて，キャリア教育に関する調査研究が，平

成 11 年以降進められていく． 

 平成 21 年改訂の前学習指導要領では，後述する

本稿の 4．2009 年 3 月（平成 21 年）告示版学習指

導要領での「キャリア教育」の扱いに示すとおり，

総則に， 

「学校の教育活動全体を通じて，計画的，組織

的な進路指導を行い，キャリア教育を推進する

こと」と定められた． 

 

2.2. キャリア教育の定義 

 その後，平成 23 年１月の，中央教育審議会答申

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の

在り方について」第 1 章 キャリア教育・職業教

育の課題と基本的方向性 1．キャリア教育・職業

教育の内容と課題（1）「キャリア教育」の内容と

課題には， 

「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必

要な基盤となる能力や態度を育てることを通し

て，キャリア発達を促す教育が「キャリア教育」

である」[2]と定義された． 

 さらに，同答申の第 3 章 後期中等教育におけ

るキャリア教育・職業教育の充実方策 2．後期中

等教育におけるキャリア教育・職業教育の基本的

な考え方（今後の高等学校制度の在り方の検討に

向けて）3．高等学校におけるキャリア教育・職業

教育の充実（1）高等学校（特に普通科）における

キャリア教育【2】高等学校（特に普通科）におけ

るキャリア教育の推進方策には， 

「第一に，社会的・職業的自立に向けて必要

な基盤となる能力や態度を育成することである．

特に，高等学校の段階は，社会人・職業人とし

ての自立が迫られる時期であることから，生涯

にわたる多様なキャリア形成に共通して必要な

能力や態度の育成がとりわけ重要な意味を持つ．

この能力や態度の育成は，新たな教育内容を付

加するというよりも，本来は現在行っている教

育の中で行われるべきものであるが，これまで

は十分に意識されてこなかったともいえる．こ

の能力や態度を各学校でどの程度育成するのか，

地域や学校，生徒の実態に即しつつ，学校ごと

に到達目標を明確に設定することが求められる． 

第二に，キャリアを積み上げていく上で必要

な知識等を，教科・科目等を通じて理解させる

ことである．特に，高等学校の段階は，学校と

家庭以外での生活や社会の中での活動が増える

時期にもかかわらず，現在の高校生は社会の仕

組みや様々な状況に対処する方法を十分には身

に付けていないと指摘されており，知識として

学ぶことと体験を通して学ぶことの両面から，

現実社会の厳しさも含めて，一人一人の将来に

実感のあるものとして伝えることが特に重要で

ある． 

（中略） 

第三に，卒業生・地域の職業人等とのインタ

ビューや対話，就業体験活動等の体験的な学習

の機会を，計画的・体系的なキャリア教育の一

環として十分に提供し，これらの啓発的な経験

を通して，進路を研究し，自己の適性の理解，

将来設計の具体化を図らせることである．具体

的に人や現場を通して，自己と社会の双方につ

いての多様な気付きや発見を経験させ，自らの

将来を考えさせることが効果的である． 

第四に，これらの学習を通して，生徒が自ら

の価値観，とりわけ勤労観・職業観を形成・確

立できるようにすることである．自らの人生の

中で「働くこと」にどれだけの重要性や意味を

持たせるのかは，最終的には自分で決めること

である．その決定の際に中心となる勤労観・職

業観も，押しつけられるものではなく，様々な  
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学習や体験を通じて自らが考えていく中で形

成・確立されるものである．これまで指摘して

きたような学習を通して，働くことの重要性や

意義を理解し，生徒一人一人がそれぞれの勤労

観・職業観を確立し，人生観・社会観等を含ん

だ価値観を形成できるようにしていくことが必

要である．」[3]と，キャリア教育推進のための 4

つの観点が示された． 

 この観点を踏まえて，前学習指導要領下でのキ

ャリア教育が推進されることとなった． 

 

３．1999 年 3 月（平成 11 年）告示版学習指導要領

での「キャリア教育」の扱い 

遡って，「キャリア教育」という文言が公的に登

場した直後に告示された，平成 11 年告示版の学習

指導要領を見てみる．「第 1 章総則」「第 5 章特別

活動」において，「キャリア教育」に関連する記載

をいくつか引用する． 

 

 3.1. 「総則」における「キャリア教育」 

第 1 章 総則 第 1 款 教育課程編成の一般方

針には， 

「4 学校においては，地域や学校の実態等に

応じて，就業やボランティアにかかわる体験的

な学習の指導を適切に行うようにし，勤労の尊

さや創造することの喜びを体得させ，望ましい

勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養

に資するものとする．」[4]とある． 

第 2款 各教科・科目及び単位数等 5 学校設

定教科には， 

「（2）学校においては，学校設定教科に関す

る科目として『産業社会と人間』を設けること

ができる．この科目の目標，内容，単位数等を

各学校において定めるに当たっては，産業社会

における自己の在り方生き方について考えさせ，

社会に積極的に寄与し，生涯にわたって学習に

取り組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主

体的な各教科・科目の選択に資するよう，就業

体験等の体験的な学習や調査・研究などを通し

て，次のような事項について指導することに配

慮するものとする． 

  ア 社会生活や職業生活に必要な基本的な能

力や態度及び望ましい勤労観，職業観の育成 

  イ 我が国の産業の発展とそれがもたらした

社会の変化についての考察 

  ウ 自己の将来の生き方や進路についての考

察及び各教科・科目の履修計画の作成」[5]とあ

る． 

第 6 款 教育課程の編成・実施に当たって配慮

すべき事項 4 職業教育に関して配慮すべき事

項には， 

「（1）普通科においては，地域や学校の実態，

生徒の特性，進路等を考慮し，必要に応じて，

適切な職業に関する各教科・科目の履修の機会

の確保について配慮するものとする．」[6]とある． 

5 教育課程の実施等に当たって配慮すべき事

項に， 

「（2）学校の教育活動全体を通じて，個々の 

生徒の特性等の的確な把握に努め，その伸長を

図ること．また，生徒が適切な各教科・科目や

類型を選択し学校やホームルームでの生活によ

りよく適応するとともに，現在及び将来の生き

方を考え行動する態度や能力を育成することが

できるよう，ガイダンスの機能の充実を図るこ

と． 

（中略） 

（4）生徒が自己の在り方生き方を考え，主体

的に進路を選択することができるよう，学校の

教育活動全体を通じ，計画的，組織的な進路指

導を行うこと．」[7]とある． 

 

3.2. 「第 4 章特別活動」における「キャリア

教育」 

第 4章 特別活動 第 1目標には， 

  「望ましい集団活動を通して，心身の調和の

とれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会の

一員としてよりよい生活を築こうとする自主的，

実践的な態度を育てるとともに，人間としての

在り方生き方についての自覚を深め，自己を生

かす能力を養う．」[8]とある． 

第 2 内容 A ホームルーム活動には， 

  「ホームルーム活動においては，学校におけ

る生徒の基礎的な生活集団として編成したホー

ムルームを単位として，ホームルームや学校の

生活への適応を図るとともに，その充実と向上，

生徒が当面する諸課題への対応及び健全な生活

態度の育成に資する活動を行うこと． 

（2）個人及び社会の一員としての在り方生き方，

健康や安全に関すること． 

 ア 青年期の悩みや課題とその解決，自己及
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び他者の個性の理解と尊重，社会生活における

役割の自覚と自己責任，男女相互の理解と協力，

コミュニケーション能力の育成と人間関係の確  

立，ボランティア活動の意義の理解，国際理解

と国際交流など 

  イ 心身の健康と健全な生活態度や習慣の確

立，生命の尊重と安全な生活態度や習慣の確立

など 

（3）学業生活の充実，将来の生き方と進路の適

切な選択決定に関すること． 

  学ぶことの意義の理解，主体的な学習態度の

確立と学校図書館の利用，教科・科目の適切な

選択，進路適性の理解と進路情報の活用，望ま

しい職業観・勤労観の確立，主体的な進路の選

択決定と将来設計など」[9]とある． 

 C 学校行事には， 

  「学校行事においては，全校若しくは学年又

はそれらに準ずる集団を単位として，学校生活

に秩序と変化を与え，集団への所属感を深め，

学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を

行うこと． 

（中略） 

（5）勤労生産・奉仕的行事 

  勤労の尊さや創造することの喜びを体得し，

職業観の形成や進路の選択決定などに資する体

験が得られるようにするとともに，ボランティ

ア活動など社会奉仕の精神を養う体験が得られ

るような活動を行うこと．」[10]とある． 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い 1 指導

計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するも

のとするには， 

「（1）学校の創意工夫を生かすとともに，学

校の実態や生徒の発達段階及び特性等を考慮し，

教師の適切な指導の下に，生徒による自主的，

実践的な活動が助長されるようにすること．そ

の際，ボランティア活動や，就業体験など勤労

にかかわる体験的な活動の機会をできるだけ取

り入れるとともに，家庭や地域の人々との連携，

社会教育施設等の活用などを工夫すること． 

（中略） 

（4）人間としての在り方生き方の指導がホー

ムルーム活動を中心として，特別活動の全体を

通じて行われるようにすること．その際，他の

教科，特に公民科との関連を図ること．」[11]と

ある． 

この学習指導要領では，「望ましい職業観・勤労

観，在り方生き方，就業やボランティア活動」等

の言葉で，キャリア教育の語の代用をし，「キャリ

ア教育」という語そのものはまだ使用されていな

い．   

後に定義されたキャリア教育の語がもつ，「一

人一人の連続した人生の中での発達」という意味

はまだ薄く，職業観や勤労観を育成する取組とい

う傾向が強い．しかし，就業体験を重視すること，

学校全体の教育活動の中で実施することなどその

後も重視される基本的な考え方には，既に触れら

れている． 
 

４．2009 年 3 月（平成 21 年）告示版前学習指導

要領での「キャリア教育」の扱い 

 前の学習指導要領では，総則において，「キャリ

ア教育」の文言が初めて使用された．それは，在

り方生き方の指導を推進するもので，就業体験の

積極な活用によって，学校全体の教育活動に位置

付け，組織的に推進するものと明記されている．  

以下に，「第 1 章総則」「第 5 章特別活動」にお

いて，「キャリア教育」に関連する記載を引用する． 

 

 4.1. 「総則」における「キャリア教育」 

第 1款 教育課程編成の一般方針には， 

「4 学校においては，地域や学校の実態等に

応じて，就業やボランティアにかかわる体験的

な学習の指導を適切に行うようにし，勤労の尊

さや創造することの喜びを体得させ，望ましい

勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養

に資するものとする．」[12]とある． 

第 2款 各教科・科目及び単位数等 5 学校設定

教科には， 

「(2) 学校においては，学校設定教科に関す

る科目として「産業社会と人間」を設けること

ができる．この科目の目標，内容，単位数等を

各学校において定めるに当たっては，産業社会

における自己の在り方生き方について考えさせ，

社会に積極的に寄与し，生涯にわたって学習に

取り組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主

体的な各教科・科目の選択に資するよう，就業

体験等の体験的な学習や調査・研究などを通し

て，次のような事項について指導することに配

慮するものとする． 

ア 社会生活や職業生活に必要な基本的な能
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力や態度及び望ましい勤労観，職業観の育成 

イ 我が国の産業の発展とそれがもたらした

社会の変化についての考察 

ウ 自己の将来の生き方や進路についての考

察及び各教科・科目の履修計画の作成．」[13]と

ある． 

第 5款 教育課程の編成・実施に当たって配慮す

べき事項 4 職業教育に関して配慮すべき事項に

は， 

「(1) 普通科においては，地域や学校の実態，

生徒の特性，進路等を考慮し，必要に応じて，

適切な職業に関する各教科・科目の履修の機会

の確保について配慮するものとする． 

（中略） 

(3) 学校においては，キャリア教育を推進す

るために，地域や学校の実態，生徒の特性，進

路等を考慮し，地域や産業界等との連携を図り，

産業現場等における長期間の実習を取り入れる

などの就業体験の機会を積極的に設けるととも

に，地域や産業界等の人々の協力を積極的に得

るよう配慮するものとする．」[14]とある． 

 ここで初めて「キャリア教育」の文言が学習

指導要領内に記述された．同時に，キャリア教育

推進のために，積極的な就業体験の機会の保証も

述べている． 

5 教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項

には， 

「(4) 生徒が自己の在り方生き方を考え，主

体的に進路を選択することができるよう，学校

の教育活動全体を通じ，計画的，組織的な進路

指導を行い，キャリア教育を推進すること．」[15]

とある． 

「キャリア教育」を学校教育全体を通じて，行

うものであることを明確にした個所である． 

 

4.2. 「第 5 章特別活動」における「キャリア

教育」 

第 1目標には， 

「望ましい集団活動を通して，心身の調和の

とれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会の

一員としてよりよい生活や人間関係を築こうと

する自主的，実践的な態度を育てるとともに，

人間としての在り方生き方についての自覚を深

め，自己を生かす能力を養う．」[16]とある． 

 第 2 各活動・学校行事の目標及び内容〔ホーム

ルーム活動〕1目標には， 

「ホームルーム活動を通して，望ましい人間

関係を形成し，集団の一員としてホームルーム

や学校におけるよりよい生活づくりに参画し，

諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態

度や健全な生活態度を育てる．」[17]とある． 

2 内容（3）学業と進路には， 

  「ア 学ぶことと働くことの意義の理解 

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館

の利用 

ウ 教科・科目の適切な選択 

エ 進路適性の理解と進路情報の活用 

オ 望ましい勤労観・職業観の確立 

カ 主体的な進路の選択決定と将来設計」
[18]とある． 

 〔生徒会活動〕1目標には， 

「生徒会活動を通して，望ましい人間関係を

形成し，集団や社会の一員としてよりよい学校

生活づくりに参画し，協力して諸問題を解決し

ようとする自主的，実践的な態度を育てる．」[19]

とある．    

2 内容には， 

  「（5）ボランティア活動などの社会参画」[20]

とある． 

〔学校行事〕1目標には 

「学校行事を通して，望ましい人間関係を形

成し，集団への所属感や連帯感を深め，公共の

精神を養い，協力してよりよい学校生活や社会

生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育

てる．」[21]とある． 

2 内容には， 

「(5) 勤労生産・奉仕的行事 

勤労の尊さや創造することの喜びを体得し，

就業体験などの職業観の形成や進路の選択決定

などに資する体験が得られるようにするととも

に，共に助け合って生きることの喜びを体得し，

ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う

体験が得られるような活動を行うこと．」[22]と

ある． 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱いの１ 指導

計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するも

のとするには， 

「(1) 特別活動の全体計画や各活動・学校行

事の年間指導計画の作成に当たっては，学校の

創意工夫を生かすとともに，学校の実態や生徒



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読無し］ 

学習指導要領とキャリア教育の実践 571 

 

の発達の段階及び特性等を考慮し，生徒による

自主的，実践的な活動が助長されるようにする

こと．また，各教科・科目や総合的な学習の時

間などの指導との関連を図るとともに，家庭や

地域の人々との連携，社会教育施設等の活用な

どを工夫すること．その際，ボランティア活動

などの社会奉仕の精神を養う体験的な活動や就

業体験などの勤労にかかわる体験的な活動の機

会をできるだけ取り入れること．  

（中略） 

(4) 〔ホームルーム活動〕を中心として特別

活動の全体を通じて，特に社会において自立的

に生きることができるようにするため，社会の

一員としての自己の生き方を探求するなど，人 

間としての在り方生き方の指導が行われるよう

にすること．その際，他の教科，特に公民科や

総合的な学習の時間との関連を図ること．」[23]

とある． 

   

５．前学習指導要領下でのキャリア教育の実践 

「ジョブシャドウイング」 

～進学校における就業体験の例～ 

前段で確認したように，前学習指導要領下では，

就業体験・体験的な活動の文言が繰り返し記述さ

れ，その必要性が強調されている．また，同じく，

学校全体の教育活動として組織的に実践すること

の必要性も強調されている．そこで，筆者がかか

わった，就業体験の実践例としての「ジョブシャ

ドウイング」と学校全体の組織的なキャリア教育

としての「MIKUMA PAS system」を報告する． 

 

 5.1. なぜ「ジョブシャドウイング」か  

平成 24 年から 26 年まで，筆者が副校長として

勤務した，東京都立西高等学校（以下西高）のキ

ャリア教育について報告する． 

前学習指導要領下では，先に引用したとおり，

第１章総則第１款には， 

「4 学校においては，地域や学校の実態等に応

じて，就業やボランティアにかかわる体験的な

学習の指導を適切に行うようにし，勤労の尊さ

や創造することの喜びを体得させ，望ましい勤

労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に

資するものとする．」[24]とし，第 5 章特別活動

第 

2 各活動・学校行事の目標及び内容［学校行事］

(5) 勤労生産・奉仕的行事にも， 

「勤労の尊さや創造することの喜びを体得し， 

就業体験などの職業観の形成や進路の選択決定

などに資する体験が得られるようにするととも

に，共に助け合って生きることの喜びを体得し，

ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う

体験が得られるような活動を行うこと．」[25]と， 

体験的な学習を通じて，職業観・勤労観を育成す

べきことを重視している． 

このことを受け，インターンシップ等の就業体

験の時間を設けて，地域と連携し，生徒の職業観・

勤労観を育成する実践を行う高等学校が多い． 

しかし，高校生になると，単に就労体験では終

わらず，将来就きたい職業にかかわる仕事の体験

を通じて，進路に繋がる効果的な体験的活動とさ

せたい．一方で，高校生が将来志望する職業の中

には，インターンシップとして業務を体験させる

ことの難しい専門的な仕事もある．そこで多くは，

進路希望とは，異なる体験をせざるを得ない現状

がある． 

同じ理由から，筆者が勤務した西高も，インタ

ーンシップの実践は長らくなかった．代わりに，

同窓会の協力を受けた，「土曜訪問講義」と「パネ

ルディスカッション」の事業でキャリア教育を推

進していた． 

「土曜訪問講義」は，各界で活躍する卒業生を

講師に招き，年 3～4回，土曜日の放課後に，講演

会を開催するものである．いわゆる，職業人講話

である．現役の職業の専門分野で活躍する OB・OG

から，高校生時代の授業や部活動の様子，どのよ

うに進路を選び，大学受験に結び付けたか，大学

の学びを活かし，現在の職業に就いてからどのよ

うなことをしているか，後輩に向けてのアドバイ

スは何か等を，希望生徒対象に，土曜日の午後の

時間帯に，講演と座談会形式で実施していた． 

「パネルディスカッション」は，1 学年のキャ

リア教育として学校行事に位置付け，複数人の卒

業生をパネリストに迎え，学年全生徒が先輩たち

のディスカッションを聴いた．久しぶりに母校に

戻った OB・OG は，高校時代にタイムスリップした

気分で，飾らずに本音で話をし，生徒の質問にも

対応し，和気あいあいとした雰囲気の中で，進路

を考える良い機会となっていた． 

だが，どちらも，先輩の成功体験を聴くという

枠からは脱せず，学習指導要領で求める就業体験
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とは程遠かった．当時の学校長は，アルバイト経

験もほとんどない西高生に，効果的な就労体験を

させることで，キャリア教育を充実させたいと考

えていた． 

ほぼ全員が 4 年生大学進学を目指す西高の生徒

は，将来の職業の志望先に，医療系やグローバル

企業などを挙げるものが多かった．インターンシ

ップとして，医療現場での施術を体験させたり，

英語によるグローバル会議や取引を直に体験させ

たりする場を用意するのは，難しかった．そこで，

採用したのが，「ジョブシャドウイング」の手法で

あった． 

「ジョブシャドウイング」とは，文字通り働く

人に影のように従い，働く様子を見るという手法

である．直接医療行為は行わないが，医療従事者

に付いてまわり，病室に赴いたり，訪問診療先に

同行したり，または，商社に出社し，一人の社員

に一日中ついて回り，国際電話による現地との取

引の様子を聞いたり，企画を立案する社内の会議

に同席したりするというものであった． 

 

5.2.「ジョブシャドウイング」導入まで 

筆者はまず，このジョブシャドウイング可能な

受け入れ先開拓のために，同窓会の支援を得た．

卒業生が勤務するグローバル企業に出向き，広報

担当者に，企業の社会貢献の一つとして，高校生

のキャリア教育推進のための一つの手法である，

ジョブシャドウイングの意義をプレゼンテーショ

ンして，理解を得た．次に，影となれる卒業生の

社員を推薦していただいた．この時は，幸い 3 名

の卒業生が，後輩が影になることを，受け入れて

くださった． 

事前学習として，企業理解のために，企業の資

料（いわゆる大学生用の会社案内）の提供を受け，

企業での服務ルール等を提示していただき，事前

学習を経て，参加させることとした． 

受け入れ先の確保が整った後に，校内で，ジョ

ブシャドウイング説明会を開催し，希望生徒を募

り，保護者の承諾を取った．  

西高では，生徒の自主性・自立性を育むため，

並びに，ジョブシャドウイング導入が，教員の負

担感に繋がらないために，あえて，教員による引

率や職場視察は行わないことにした． 

生徒は，社員と同じ，服務規定に則って,一人で，

定時出勤し，担当者とマッチングした後は，特段

の研修などは経ずに，各人が，受け入れ先の同窓

生一人の一日の業務に，影のようについて回った． 

ジョブシャドウイング後，日を改め，生徒は，

体験の記録を作成し，感想や礼状等を作成した．

活動の評価は，受け入れ先の同窓生から，担当教

員経由で，生徒本人にわたるようにした． 

筆者は，受け入れ先を拡大するために，保護者

の支援も得た．保護者会で，ジョブシャドウイン

グの意義を説き，協力を依頼した．保護者のデー

タバンクを作らせていただいた．その中には，開

業医が，いらっしゃった．個人情報を扱う仕事で

あるため，守秘義務を遵守することを，約束し，

往診等の業務をジョブシャドウイングさせていた

だいた． 

西高は，医療系志望者が多かったため，この開

業医のつてを頼って，地域の拠点病院や総合病院

に，ジョブシャドウイング先を開拓することが出

来た． 

 

5.3.「ジョブシャドウイング」の効果 

中学校でも，就業体験活動を経験したことのあ

る生徒は多くいた．しかしそれは，「危険のない程

度の範囲で，生徒にも可能な程度の仕事を体験さ

せてもらう．」というものであった．こうしたこれ

までの就業体験と異なり，一日の正規の業務を，

直に見聞できたことは，貴重な体験になったとい

う感想を，参加した生徒は寄せてきた．プロの職

業人が生の業務を真剣に行い，時には苦労し，悩

んでいる姿にも触れることが可能であった．付き

従った職業人一人だけではなく，その職業人が働

く相手としている他の職業人の働き方等も同時に

見聞することが出来ていた． 

グローバル企業でのジョブシャドウイングも医

療機関でのジョブシャドウイングでも，体験者の

ために体験用に準備されたプログラムによる疑似

体験ではなかった．現場で，日々営まれている，

生の本気の仕事ぶりを，影になってではあるが，

見聞することができるものであった． 

これは，参加した生徒のニーズにあった就業体

験であり，貴重な経験となり，生徒の進路への意

識を高いものとするに有益であった．中には，臨

床医としては適性がないと感じて，医療系の研究

者として,進路志望の舵を切った者もいる．グロー

バル企業で勤務するには，総合的な英語の能力が

不可欠であることを実感し，大学入試のための受
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験の英語学習ではなく，総合的な英語学習に力を

入れる生徒も続出した．同時に，グローバル企業

で働くには，現地の文化の理解，法の裏付けのあ

る知識等，これまで思いもよらなかった学びの必

要性にも気づかされた．希望の職業に就くために，

学びの幅をより広げる必要性を参加の生徒は実感

していった． 

医療機関やグローバル企業で，日常行われてい

る「本物」の仕事を体験できることは，ジョブシ

ャドウイングならではの醍醐味だと考える． 

 

5.4.「ジョブシャドウイング」のその後 

初年度は，たった 2 つの受け入れ先から始まっ

たジョブシャドウイングであったが，3年後には，

約 10 のグローバル企業・設計事務所・個人医院・

総合病院等へと拡充できた． 

校内での募集活動，生徒指導等の取りまとめは，

同窓会や PTA 活動と関わりの深い分掌である総務

部の業務に位置付け，組織的に継続的に，学校全

体の取組として運営できるようした． 

これまで実践していた，先輩の話を聴く職業人

講話と就業体験を組み合わせた，キャリア教育が

実現することとなった． 

筆者の異動後も，この取り組みは継続し，平成

27 年には，図．1のとおり「キャリア教育優良校」

として文部科学大臣表彰を受賞した． 

 

図 1．キャリア教育優良校表彰（東京都立西高等学

校 HP[２]より引用） 

現在は，一連のキャリア教育の取組を，進路指

導部が引継いでいる．就労体験は，三重県の病院

に勤務する卒業生と連携し，医療体験学習として，

7日間の地域医療実習を行っている．実習後には，

体験報告会，実習を経て医学部に入学した大学生

からの大学生活体験談報告会へと発展して継続し

ている． 

 

６．前学習指導要領下でのキャリア教育の実践

「MIKUMA PAS system」 

～総合学科における学校全体でのキャリア教育～ 

6.1. 「MIKUMA PAS system」とは 

大分県立日田三隈高等学校（以下日田三隈高校）

の，学校全体の教育活動に位置付け，継続的に実

施するキャリア教育の取組を報告する． 

筆者は，平成 30 年度，「第 21 回 公開発表会 

第 9回 30 歳のレポート発表会」に，指導助言者

として出席した． 

 日田三隈高校では，在学中 3 年間のキャリア教

育を，「MIKUMA PAS system」として実施し，その

最終ステージに，卒業後 12 年を経て，30 歳にな

った卒業生にたいして「30 歳のレポート」の課題

作成を課している．提出されるレポートは A4 判で

１枚から 2 枚の短いものではある．内容も，順風

満帆な生活を送っているというレポートもあれば，

転職を繰り返し苦労しているという現状を正直に

述べているものもある． 

 「MIKUMA PAS system」は，図．2 に示すように

各学年で以下のように構成されている． 

1 学年での「産業社会と人間」で「自分を知

る，社会を知る，自分と社会の接点を知る」と

いう目的で，「上級学校を訪問」「地域に学ぶ」

ことに取り組む． 

2 学年での「PAS Second」で「１年次に身に

付けた知識や経験を活かして実践する」という

目標で「この人に学ぶ」「インターンシップ」に

取り組む． 

3 学年での「PAS Third 」で「探究活動を通

してあり方・生き方を見つめる」という目標で

自らの進路に応じて設定したテーマにそって，

ゼミ単位で課題を解決し公開発表する． 

各学年で，Action と Achievement を積み上げた

実践を行っている． 

この活動を土台として，最終ステージに「PAS 

Final」を位置付け，自らの人生を振り返って，こ

れから進むべき道を明らかにするという「30 歳の

レポート」の執筆がある． 
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図 2．「MIKUMA PAS system」（大分県立日田三隈高

等学校“進路ガイドブック 2020 本当にやりたいこ

とを見つける学校” [4]） 

提出された「30 歳のレポート」は冊子に製本さ

れる．その中から，選ばれた何人かが，公開発表

会の際に，壇上から在校生や教職員，一般の参観

者に向かって語りかける．公開発表会では，1 学

年・2学年・3学年からも代表者が選出され，自己

のレポートを発表する．4つのステージの発表を，

全生徒・卒業生・保護者・地域の方々で聴く機会

を設けるのが，この学校の組織的な取組の特長と

もいえる． 

 

6.2. 「PAS Final」「30 歳のレポート」の意義 

キャリア教育は，学習指導要領 第 5 章 第 3 

指導計画の作成と内容の取扱いにも， 

「社会の一員として自己の生き方を探求するな

ど，人間としての在り方生き方の指導が行われる

ようにすること．」[26] とある． 

将来にわたって，必要な指導であることが読み

取れるが，高等学校現場においては，往々にして，

在学 3 年間に限定した取り組みで終わることが多

い．残念ながら，卒業後の継続的な指導や追指導

を組織的・体系的に推進する実践は少ない．その

中で，日田三隈高校では，「PAS Final」として「30

歳のレポート」という事後指導を長年継続させて

いる．  

年度末に実施されるこの発表会で，1年生は，2

年生・3 年生の発表を聞き，自らの次の学年への

目標と期待を育てられている．2 年生，3 年生は，

後輩の発表を聞くことで，自分の成長を実感でき

る．卒業生の「30 歳のレポート」を聞くことで，

自分たちの将来をイメージし，卒業後の進路を考

えるヒントを得る． 

30 歳になった卒業生は，このレポートの執筆が

課題としてある．しかし，これは，必須課題でも

なく，成績に影響するものでもない．書いても書

かなくても，本人の意思に委ねられている．しか

し，筆者が，発表会に参加した年も，192 名の卒

業生から，42 本ものレポートが提出され，図．3

の冊子にまとめられた． 

図 3．「30 歳のレポート」（大分県立日田三隈高

等学校“総合学科 9期生 30 歳のレポート集” [5]） 
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筆者が発表会に出席した際，同席した保護者の

一人から，「わが子は，『30 歳になって，レポート

を書くまでは，しっかり人生を歩んでおかなくて

はならない．レポートに書けるような生き方をし

なくてはならない．』と，話している．」と聞かさ

れた．「30 歳のレポート」を書くまで，しっかり

生きていこうという決意を持たせるこの取り組み

は，卒業後の継続した事後指導・追指導であると

言って間違いない． 

約 10 年に及び「30 歳のレポート」の発表会が

継続している．日田三隈高校のホームページには，

担任の顔写真入りのレポート執筆要領が掲載され

ている．転居して，住所の把握が困難な生徒も，

自らホームページを見ることで，執筆の要領や課

題提出の期限がわかるようになっている．こうし

た仕組みも，卒業後 12 年を経た卒業生からの課題

提出を可能にしている． 

 

6.3 学校全体で組織的に取組むキャリア教育 

各学年には，「MIKUMA PAS system」を担当する

学年の推進者を配置し，それを統括する組織を，

管理職の下に有している．各学年がそれぞれの指

導をするだけではなく，学年が上がるにしたがっ

て，生徒に養いたい力が効果的に養えるように，

系統立てたプログラムを有している．統括する組

織によって，学年の取組をレベルアップさせて，

次年度に継承することが可能になっている． 

総合的な学習の時間に位置付けられた各学年の

「MIKUMA PAS system」は，年度末の学校行事であ

る公開発表会につながる．公開発表会は，在校生

によって運営される．また，公開発表会は，保護

者・地域・全国へ開かれており，参観者も多い．

発表者はもちろん，すべての生徒が，学校外から

の評価を得られることで，取り組みへのモチベー

ションがあがる．発表会の後，参観した外部の方

と教員が，意見交換会を開く．取組の評価を第３

者の意見を交えて行う．こうしたブラシュアップ

の仕組みを持ち，その評価を改善に活用していこ

うとする，教員組織の柔軟さも素晴らしい． 

この「30 歳のレポート」は，10 年以上継続して

いることになる．卒業後 12 年の先を見据え，巣立

ちの際に，レポートを課した指導者たちには，自

校のキャリア教育に対して責任をもって全うしよ

うという彼らの覚悟と先見性を感じる．卒業後の

追指導を可能にしているのは，前学習指導要領が

求める「学校全体の教育活動」に「MIKUMA PAS 

system」を位置付け，リーダーシップを発揮し，

指導者集団を牽引する学校長の力量によるところ

も大きい．12 年間の年月を温めた，教員と卒業生

の双方の思いの詰まった実践の積み重ねがそこに

あったと，参加して思った． 

  

７．前学習指導要領下での校長のキャリア教育へ

の意識 

 学校全体の活動としてキャリア教育を推進する

学校長が，どのような意識でこの間，取り組んで

きたかを，アンケートの調査結果をもとに報告す

る． 

  

7.1．全国普通科高等学校長会（以下全普高）と

その研究組織 

筆者が，令和 4 年 3 月まで所属した，全国普通

科高等学校長会は，全国の国公私立約 3500 校の普

通科高等学校を組織する校長会である．校長間の

情報交換と研鑽を目的に，6 つの研究委員会を設

けて研修している．その成果は，年 1 回の総会・

研究協議会の場で報告されると同時に，会員向け

に，大会冊子や会報に掲載し共有している． 

各年度には，重点検討課題がある．そのもとで，

各研究委員会は，研究主題と柱立てを設定する．

研究主題に沿って，全国の会員にアンケートを実

施し，全国の高等学校の教育活動の状況を把握し，

成果物としてまとめる．また，講師を招いて講話

を聴き，折々の教育課題解決に向けて，研修・研

鑽を積んでいる． 

管理運営研究委員会，教育課程研究委員会，生

徒指導研究委員会，大学入試研究委員会，高校基

本問題検討特別委員会と，キャリア教育研究委員

会の 6つの研究委員会がある． 

例えば，令和 3年度の全普高主題は，「普通科高

等学校教育の創造」であり，重点検討課題は， 

1 普通科高校における管理運営に係わる課

題：時代や社会の大きな変化に対応して，人事

制度，人材育成，施設設備，その他喫緊の課題

など学校の管理運営の現状および諸課題につい

て検討をする． 

2 新学習指導要領が重視する課題：新学習指

導要領で重視される視点を踏まえ，その取組と

課題について検討をする． 

3 時代の変容に伴い求められる生徒指導の
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課題：時代や社会の変容に伴う生徒の意識の変

化，学校，家庭，地域との連携，その他諸課題

について検討をする． 

4 大学入学者選抜に係わる課題：高大接続改

革の進行に伴い，今後の大学入試制度の在り方

について検討をする． 

５ 普通科におけるキャリア教育の推進と方

策：普通科高校の雇用を巡る問題への対応と，

望ましいキャリア教育について検討をする． 

６ 普通科高等学校教育の充実に係わる課

題：教育改革の具体案が公表されて動きはじめ

る中，普通科高校としてどう取り組んでいくか

を様々な視点を踏まえて検討を進める． 

である． 

そのもとに，各研究委員会が，研究主題と柱立

てを設定する． 

令和 3 年度の，各研究委員会研究主題と柱立て

は，以下のとおりであった． 

Ⅰ 管理運営研究委員会 

 【研究主題】 

 「普通科高校の管理運営に関する現状と課題」 

 【柱立て】 

 1 人事制度の現状と課題について 

2 人材育成についての現状と課題について 

3 施設・設備に関する現状と課題について 

4 管理運営に関わる喫緊の課題について 

5 予算要望事項 

Ⅱ 教育課程研究委員会 

 【研究主題】 

「新学習指導要領実施に向けた教育課程の研

究」 

 【柱立て】 

 1 「主体的・対話的で深い学び（アクティブ

ラーニング）」に関する取組と課題 ～深

い学びとＩＣＴの活用を中心に～ 

 2 「学習評価の充実」に関する取組と課題 

 3 「社会に開かれた教育課程」に関する取組

と課題 

 4 「カリキュラム・マネジメント」に関する

取組と課題 

Ⅲ 生徒指導研究委員会 

 【研究主題】 

「持続可能な生徒指導」をめざして～ 学校の

“困り感”と新たな課題に関する考察 PART   

Ⅱ ～ 

 【柱立て】 

 1 生徒指導に係る諸課題の現状（令和 2年度

の研究成果を踏まえた，保護者対応・法

的支援・多様な価値観への対応・校則と

生徒指導基準などに関する課題の抽出と

研究の深化） 

2 生徒指導上の新たな課題（令和 2年度の研

究成果を踏まえた，発達等の特性・関係

機関との連携・成人年齢の引き下げなど

に関する課題の抽出と研究の深化） 

3 生徒指導と「働き方改革」（令和 2 年度の

研究成果を踏まえた課題の抽出と研究の

深化） 

4 “生徒指導マインド”と担う人材の育成（生

徒指導体制の構築・求められる資質・キ

ャリアステージに応じた研修など） 

Ⅳ 大学入試研究委員会 

 【研究主題】 

 高大接続改革における新たな大学入試の在り   

 方～ 新学習指導要領下での新たな大学入試

を見据えて ～ 

 【柱立て】 

1 大学入学共通テストについて 

2 新しい大学入学者選抜について 

3 その他 

Ⅴ キャリア教育研究委員会 

 【研究主題】 

 普通科高校の就職・キャリア教育を巡る課題

と方策～ウィズコロナ，ポストコロナを乗り

切る～ 

【柱立て】  

1 普通科高校のコロナ禍での高校生の就職

に関する状況 

2 普通科高校のコロナに負けないキャリア

教育例（ウィズコロナ） 

3 普通科高校のコロナで見えた今後のキャ

リア教育のポイント（ポストコロナ） 

Ⅵ 高校基本問題検討特別委員会 

 【研究主題】 

新たな時代を見据えた普通科高校の在り方と  

は 

【柱立て】 

1 技術の進展に応じた教育の革新 

2 新時代に対応した普通科高校改革 

3 高大接続改革の対応 
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である． 

7.2．キャリア教育研究委員会の研究 

 「令和 2年度キャリア教育研究委員会 

就職問題並びにキャリア教育を巡る課題と方策 

 ～AI 時代，人口減少時代に向けて～」 から 

本稿に関わる，キャリア教育研究委員会の最新

の研究報告書から，キャリア教育の実施状況と校

長の意識を報告する．  

なお，キャリア教育の主な実践の場となる特別

活動や総合的な探究の時間は，平成元年から，新

学習指導要領の先行実施が認められている． 

以下の研究は，令和2年7月から8月の期間に，

キャリア教育研究委員会が，全国の高等学校対象

にアンケート調査を実施した集計と分析である．

以下は，「全普高会報第 120 号」[27]から集計結果

を引用した．回答数は，全校で 1552 校（普通科：

914 校，専門学科・総合学科：743 校．複数学科併

設校を含む）である． 

前半に，新型コロナウイルス下での就職状況に

ついての設問，後半にキャリア教育の実施状況や

課題等についての設問を設けている．本稿では，

特に後半のキャリア教育について言及する．調査

結果の数値を示すのみにとどまらず，筆者の考察

も加える． 

まず，新学習指導用要領で，導入が示されたキ

ャリア・パスポートの活用状況について，図 4 の

とおり調査した． 

 

図 4．キャリア・パスポートの活用状況 

 キャリア・パスポートとは，新学習指導要領 第

5章 第 2 各活動・学校行事の目標及び内容 

〔ホームルーム活動〕３内容の取扱いの 

「(2) 内容の(3)の指導に当たっては，学校，

家庭及び地域における学習や生活の見通しを立

て，学んだことを振り返りながら，新たな学習

や生活への意欲につなげたり，将来の在り方生

き方を考えたりする活動を行うこと．その際，

生徒が活動を記録し蓄積する教材等を活用する

こと．」[28]にある，「生徒が活動を記録し蓄積で 

きる教材等」のことである．導入当初ということ

もあり，アンケートの結果からも，全校で順調に

活用されているという結果は見られなかった． 

次に，普通科高校と専門科高校・総合学科高校

でのキャリア教育について，以下の図 5のとおり，

いくつかの設問でアンケートを実施した．図内の

棒グラフの左が普通科高校を，右が専門・総合学

科高校の値を示している． 

 

図 5．インターンシップ・職場体験の実施状況 

本調査が，新型コロナウイルス感染拡大の第２

波が到来した令和 2 年夏に実施されたこともあり，

インターンシップ・職場体験を中止した学校が多

い．普通科高校では，予定がないという回答もと

ても多い． 

参考文献［6］にあげた「全普高会報第 119 号」

の中の，令和元年度実施の同アンケート調査によ

る普通高校でのキャリア教育としての（2）インタ

ーンシップ・職場体験の実施状況と比較してみた．

それによると令和元年度のアンケートでは，都道

府県内（各校）のインターンシップ・職場体験の

実施状況について，「実施しているが 736 校で，計

画している 52 校，予定なし 228 校」と回答してい

た．この比較から，令和 2 年の結果には，コロナ

禍の影響が確かに大きいことがわかる．通常であ

れば，インターンシップ・職場体験に取り組む学

校は多い．  

次は，インターンシップ・職場体験を実施する

上での課題について図 6のとおり調査した． 
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図 6．インターンシップ・職場体験実施上の課題 

① 校内での合意 ②教員の知識・研修・経験不 

足 ③準備の時間 ④時間の捻出 ⑤担当教員の

負担 ⑥その他（記述）の項目について，2 つま

で選択として，アンケートを実施した． 

「⑥その他」の自由記述の中には，受け入れ先

の確保の苦労を挙げた高校が目立っていた．個々

の生徒の希望に合った教育効果が見られるインタ

ーンシップ・職場体験の受け入れ先を探す大変さ，

周辺に企業がない地域での受け入れ先の開拓の難

しさ等，現場の多くの教員の苦労がうかがい知れ

る． 

③準備の時間 ④時間の捻出の課題も，結果とし

ては担当教諭に直接かかってくる負担であると考

えられる．  

一方で，長年の実施により学校行事として定着

している，又は町の商工会の協力のもと実施して

いるため比較的負担感は少ないという記述も，⑥

その他自由記述にあった．前述した日田三隈高校

などは，こうした課題を乗り越えた実践例である

と筆者は考える． 

次に様々な連携先との関りについて図 7，8，9

のとおり報告する． 

 

 

図 8．行政，NPO 法人との連携 

 

図 9．大学，大学院，専修学校等との連携 

 様々な連携先を求めて，キャリア教育を推進す

る努力がみられる．筆者は，図 8，9 の比較から，

連携先をどこにするかは，それぞれの高等学校の，

立地条件等にも大きく左右されているとは思うが，

それ以上に，その学校の教育課程や進路状況が，

連携先に影響を与えていると考えた． 

 生徒の将来を見据えたキャリア教育の一環とし

ての，インターンシップや職場体験を考えた際，

日々の学びに直結し，かつ生徒の進路に結び付く

効果的な就労体験を実施するのは当然のことと考

えられる． 

図 7．企業との連携によるキャリア教育 
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図 10．卒業生，PTA，同窓会，地域等との連携 

自由記述の回答の中には，県外に出る機会を捉

えた修学旅行での OB による講演会及び旅行代理

店のキャリア教育プログラム，OB・OG が在籍する

大学・企業訪問など，修学旅行とキャリア教育を

結び付けた取組があった．    

こうした工夫は，地域の抱える課題を解消する

効果的な方法の一つと考える． 

図 10 のように，学校に愛着をもつ，卒業生・

PTA・同窓会等のステークホルダーの活用は，学校

にとって非常に有効な手段といえる．筆者が実践

した西高のジョブシャドウイング・キャリア教育

の取組も，同窓会の協力が最初にあり，それが PTA

へと広がり，現在では，卒業生による継続的な協

力へと拡大している． 

今後は，総合的な探究の時間での地域研究や，

地域社会に関する学びに重点的に取り組む学科の

設置の動きの中でも，地域との結びつきは，より

重要なものとなってくると筆者は考えている． 

文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会

の「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキン

ググループ」は，令和 2 年 11 月 13 日に，審議ま

とめを公表した．その中の，第 3章 高校生の学習

意欲を喚起し，可能性及び能力を最大限に伸長す

るための各高等学校の特色化・魅力化に向けた方

策 2．学科の特質に応じた教育活動の充実強化 

(1) 普通科改革の項で，各設置者の判断により，

「普通教育を主とする学科」として，特色・魅力

ある学科の設置を可能としている．その一つが，

「地域社会に関する学びに重点的に取り組む学

科」である． 

 次に，キャリア教育全体を推進する上で，課題

となることについて調査した． 

 

図 11．キャリア教育を学校が実施する場合の課題 

① 校内での合意 ②教員の知識・研修・経験不 

足 ③準備の時間 ④担当教員の負担 ⑤特に問

題なし ⑥その他(記述) の選択肢から，2つまで

選択を可として回答を求めた結果が，図 11 のとお

りである． 

② 準備時間，④担当教員の負担を課題と感じて 

いる．前出の図 5 で述べた，インターンシップ・

職場体験実施上の課題においても，③準備の時間，

④時間の捻出，⑤担当教員の負担の回答が多い． 

筆者は，キャリア教育の推進が，教員の働き方

に負担感として影響を与えていることを見逃して

はならないと考える．キャリア教育を一人の担当

者の職人芸にさせるのではなく，組織として，複

数人で役割分担し，次年度に継承・継続させてい

く仕組みつくりが必要になってくる．筆者が実践

したように，分掌組織に組み込む等の方策がある．

日田三隈高校の長期的な実践も，校長のリーダー

シップのもと，構築された強固な組織があった． 

次に，キャリア教育推進のために，校内研修を

実施しているかについて調査を行った． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12．キャリア教育推進のための校内研修 
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図 11 で，キャリア教育を学校が実施する場合の

課題として，②教員の知識・研修・経験不足が，

一定程度あることをしめした．研修不足を課題と

してとらえながらも，実際には，図 12 では，校内

研修の実施な少ないことを示している． 

 

7.3．キャリア教育研究委員会の研究 

「キャリア教育研究委員会 5年間の記録」から 

全普高は，各研究委員会の毎年の研究成果を，

過去 5年間でまとめて「会報」に掲載している． 

参考資料にあげた「会報第 119 号」[6]には，キ

ャリア教育研究委員会の，平成 27 年度から令和元

年度の過去 5年間研究成果が収録されている 

以下の 3 つの表は，筆者が，表 1．普通科高校

におけるキャリア教育の実施 表 2．キャリア教

育実施上の課題 表 3．普通科高校におけるキャ

リア教育推進のための校内研修として，5 年間の

回答の推移を把握するために整理したものである． 

表 1 は，普通科高校でのキャリア教育の実施状況

を，①実施している ②実施を計画している ③実

施の予定はない，の選択肢で集計した． 

表 1．普通科高校におけるキャリア教育の実施状況 

年度 ①実施あり ②計画中 ③予定なし 

元年 ９７０校 ２８校 ４２校 

３０ ９４６校 ３０校 ４５校 

２９ １０３４校 １０８校 ３４校 

２８ 全県 ― ― 

２７ 全県 ― ― 

表 2 は，キャリア教育の実施上の課題を，①学

校の目標等にそぐわず校内で合意が得られにくい，

②教員の知識・研修・経験が不足している，③現

状で実施するには実施先との協議・準備の時間が

必要である，④実施に向け課題はない の 4 項目

で質問した結果を集計したものである． 

表 2．キャリア教育実施上の課題 

年度 ①合意 ②知識 ③時間 ④問題無 

元年 71 校 283 校 456 校 266 校 

30  67 校 267 校 476 校 296 校 

29 55 校 261 校 432 校 335 校 

28 3 位 2 位 １位 ― 

27 17％ 51.1％ 48.9％ 42.6％ 

 年度によって，集計の方法や全体数が異なるた

め，比較は容易ではないことを断っておく．また，

平成 28 年は，3 つの課題について，「ある」と回

答した学校総数の多い順に順位をつけるという方

法で表にしている． 

 この表１から，多くの普通科高等学校がキャリ

ア教育の実践に取り組んでいることがわかる． 

併せて，表 2から，実施上の課題として，「②教

員の知識・研修・経験が不足している」点を指摘

している回答が比較的多いことがわかる． 

そこで，筆者は，「キャリア教育推進のための校

内研修」の実施状況についても整理してみた．そ

れが表 3である． 

表 3．普通科高校におけるキャリア教育推進のための

校内研修 

年度 実施あり 計画中 予定なし 

元年 247 校 102 校 554 校 

30 232 校 85 校 557 校 

29 290 校 125 校 533 校 

28 29 県 ― ― 

27 25 県 16 県 4 県 

校長は，教員の知識・研修・経験が不足してい

ることを，キャリア教育推進の課題として，把握

してはいるものの，校内研修が十分に実施できて

いない現状が明らかとなった．これは，上述の図

12 の際に指摘したことが，経年でも認められると

いうことを示している． 

教科指導，生徒指導・進路指導，部活動指導，

職員会議や分掌の会議，保護者対応等，学校では，

キャリア教育に優先しなければならない業務が

多々あることは，理解できる．しかし，前学習指

導要領では，総則に，「学校の教育活動全体を通じ，

計画的，組織的な進路指導を行い，キャリア教育

を推進すること」と明記されている．キャリア教

育の推進に向け，学校長は，リーダーシップを発

揮し，キャリア教育の推進上の課題としてとらえ

て，教員の知識・研修・経験の不足を解消するた

めにも，校内研修の充実に向け，努力をして欲し

いと考える． 

こうした教員の負担感をなくし，キャリア教育

実施上の課題解決のためにも，外部人材の活用が

一つの手段であると筆者は考える．確かに，令和

元年には，キャリアコーディネーターの活用状況

もアンケート調査していた．それによると，「キャ

リア教育コーディネーターの配置・活用について，

「配置しているは 260 校（前年 156 校），計画あり

65 校（前年 51 校），予定なしが 1163 校（前年 1084

校）であった．」とあった．配置されている学校数

が徐々に増加している傾向にあると思える． 

 平成 30 年度には，外部人材・キャリアコーデ



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読無し］ 

学習指導要領とキャリア教育の実践 581 

 

ィネーターの活用例も，表 4 のように多々報告さ

れている． 

表 4．キャリアコーディネーターの活用 

愛 知 キャリア教育コーディネーター活用事業におけ

る、社会人講師による講演会の実施 
群 馬 Ｇワークチャレンジ・高校生インターンシップ

推進事業、キャリアアドバイザー活用事業 
三 重 ＮＰＯ法人のコーディネートによる広域公募型

のインターンシップ、「しごと密着体験」（ジョ

ブシャドウイング）の実施 
神奈川 企業斡旋や関連企業との連携など、コンソーシ

アムサポーターなどの人的な加配や配置 
熊 本 工業高校へ「しごとコーディネーター」の配置。

労働雇用創生課によるブライト企業認定 
広 島 ジョブ・サポート・ティーチャーや進路指導主

事によるインターシップ受入れ企業の開拓 
長 崎 県がキャリアサポートスタッフを配置 
沖 縄 キャリアコーディネーターを２校に配置し、配

置校公開授業及び連絡協議会の開催 

上記の様な外部人材を効果的に活用することに

よって，多少なりとも，教員の負担軽減につなが

ればと思う．  

 

８．2018 年 3 月（平成 30 年）告示版新学習指導

要領での「キャリア教育」の扱い 

 最後に，令和 4 年度から年次進行で実施される

新学習指導要領のなかでのキャリア教育について，

触れておく．上述したように，平成 30 年度から，

教科書を要しない，特別活動や総合的な探究の時

間は，新学習指導用が適応されている． 

冒頭に前文が示されている，それを含めて，「第

１章総則」「第 5 章特別活動」において，「キャリ

ア教育」に関連する記載を引用する． 

 

 8.1. 前文における「キャリア教育」 

教育基本法を引用し， 

「2 個人の価値を尊重して，その能力を伸ば

し，創造性を培い，自主及び自律の精神を養う

とともに，職業及び生活との関連を重視し，勤

労を重んずる態度を養うこと．」[29]とある． 

 

 8.2. 「総則」における「キャリア教育」 

第 1 款 高等学校教育の基本と教育課程の役割

には， 

「3 2 の（1）から（3）までに掲げる事項の 

実現を図り，豊かな創造性を備え持続可能な社

会の創り手となることが期待される生徒に，生

きる力を育むことを目指すに当たっては，学校

教育全体及び各教科・科目等の 指導を通してど

のような資質・能力の育成を目指すのかを明確

にしながら，教育活動の充実を図るものとする．

その際，生徒の発達の段階や特性等を踏まえつ

つ，次に掲げることが偏りなく実現できるよう

にするものとする． 

（1）知識及び技能が習得されるようにすること． 

（2）思考力，判断力，表現力等を育成すること．  

（3）学びに向かう力，人間性等を涵養すること． 

4 学校においては，地域や学校の実態等に応

じて，就業やボランティアに関わる体験的な学

習の指導を適切に行うようにし，勤労の尊さや

創造することの喜びを体得させ，望ましい勤労

観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に資

するものとする．」[30]とある． 

第 2 款 教育課程の編成 3 教育課程の編成に

おける共通的事項 (7) キャリア教育及び職業教

育に関して配慮すべき事項には， 

「ア 学校においては，第 5款の１に示すキャ

リア教育及び職業教育を推進するために，生徒

の特性や進路，学校や地域の実態等を考慮し，

地域や産業界等との連携を図り，産業現場等に

おける長期間の実習を取り入れるなどの就業体

験活動の機会を積極的に設けるとともに，地域

や産業界等の人々の協力を積極的に得るよう配

慮するものとする． 

イ 普通科においては，生徒の特性や進路，学

校や地域の実態等を考慮し，必要に応じて，適

切な職業に関する各教科・科目の履修の機会の

確保について配慮するものとする．」[31]とある． 

4 学校段階等間の接続には， 

「(3) 大学や専門学校等における教育や社会

的・職業的自立，生涯にわたる学習のために，

高等学校卒業以降の教育や職業との円滑な接続

が図られるよう，関連する教育機関や企業等と

の連携により，卒業後の進路に求められる資

質・能力を着実に育成することができるよう工

夫すること．」[32]とある． 

第 5 款 生徒の発達の支援 １ 生徒の発達を支

える指導の充実には， 

「(3) 生徒が，学ぶことと自己の将来とのつ 

ながりを見通しながら，社会的・職業的自立に

向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付け

ていくことができるよう，特別活動を要としつ

つ各教科・科目等の特質に応じて，キャリア教
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育の充実を図ること．その中で，生徒が自己の

在り方生き方を考え主体的に進路を選択するこ

とができるよう，学校の教育活動全体を通じ，

組織的かつ計画的な進路指導を行うこと」[33]と

ある． 

 

8.3. 「第 5 章 特別活動」における「キャリ

ア教育」 

第１ 目標には， 

「集団や社会の形成者としての見方・考え 

方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的

に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しなが

ら集団や自己の生活上の課題を解決することを

通して，次のとおり資質・能力を育成すること

を目指す． 

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の 

意義や活動を行う上で必要となることについて

理解し，行動の仕方を身に付けるようにする． 

(2) 集団や自己の生活，人間関係の課題を見 

いだし，解決するために話し合い，合意形成を

図ったり，意思決定したりすることができるよ

うにする． 

(3) 自主的，実践的な集団活動を通して身に 

付けたことを生かして，主体的に集団や社会に

参画し，生活及び人間関係をよりよく形成する

とともに，人間としての在り方生き方について

の自覚を深め，自己実現を図ろうとする態度を

養う．」[34]とある． 

 第 2 各活動・学校行事の目標及び内容〔ホー

ムルーム活動〕2 内容には， 

「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現 

ア 学校生活と社会的・職業的自立の意義の理 

解現在及び将来の生活や学習と自己実現とのつ

ながりを考えたり，社会的・職業的自立の意義

を意識したりしながら，学習の見通しを立て，

振り返ること． 

ウ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形  

成社会の一員としての自覚や責任をもち，社会

生活を営む上で必要なマナーやルール，働くこ

とや社会に貢献することについて考えて行動す

ること． 

エ 主体的な進路の選択決定と将来設計 

適性やキャリア形成などを踏まえた教科・科目

を選択することなどに ついて，目標をもって，

在り方生き方や進路に関する適切な情報を収

集 ・整理し，自己の個性や興味・関心と照らし

て考えること．」[35]とある． 

3 内容の取扱いには， 

〔学校行事〕2 内容の(5) 勤労生産・奉仕的

行事には， 

 「勤労の尊さや創造することの喜びを体得し， 

就業体験活動などの勤労観・職業観の形成や進

路の選択決定などに資する体験が得られるよう

にするとともに，共に助け合って生きることの

喜びを体得し，ボランティア活動などの社会奉

仕の精神を養う体験が得られるようにするこ

と．」[36]とある 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い １ 指導

計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するも

のとするには， 

「（1）特別活動の各活動及び学校行事を見通

して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る

ようにすること．その際，よりよい人間関係の

形成，よりよい集団生活の構築や社会への参画

及び自己実現に資するよう，生徒が集団や社会

の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々

な集団活動に自主的，実践的に取り組む中で， 

互いのよさや個性，多様な考えを認め合い，等

しく合意形成に関わり役割を担うようにするこ

とを重視すること． 

(2) 各学校においては，次の事項を踏まえて

特別活動の全体計画や各活動及び学校行事の年

間指導計画を作成すること 

（中略） 

 イ 第 2 に示す内容相互及び各教科・科目，

総合的な探究の時間などの指導との関連を図り，

生徒による自主的，実践的な活動が助長される

ようにすること．特に社会において自立的に生

きることができるようにするため，社会の一員

としての自己の生き方を探求するなど，人間と

しての在り方生き方の指導が行われるようにす

ること． 

ウ 家庭や地域の人々との連携，社会教育施設

等の活用などを工夫すること．その際，ボラン

ティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験的

な活動や就業体験活動などの勤労に関わる体験

的な活動の機会をできるだけ取り入れること．」
[37]とある． 

 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読無し］ 

学習指導要領とキャリア教育の実践 583 

 

 8.4．新学習指導要領実施を前に 

Society5.0 時代が到来しつつあり，社会の在り

方がこれまでとは劇的に変化しつつある．社会の

変化は加速度化し，複雑で予測困難となってきて

いる．さらに，新型コロナウイルス感染症による

世界的なパンデミックや，環境問題をはじめとす

る地球規模の諸課題の中で，多様性を尊重し，持

続可能な社会の創り手となることができる人材の

育成が求められている． 

こうした背景の下で，学習指導要領が改訂され，

実施されている． 

学習指導要領の改訂のポイントは，生きる力を

育むために，「何のために学ぶのか」という学習の

意義を共有し，①知識及び技能 ②思考力，判断力，

表現力等 ③学びに向かう力，人間性等の三つの柱

で整理し，「何ができるようになるか」を明確化し

ている．また，主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善が求められている． 

学校現場では，生徒に学校で学ぶことと社会と

の接続を意識させ，一人一人の生徒が，社会的・

職業的自立に向けて，必要となる資質・能力を育

むためのキャリア教育もますます，重要視されて

いる．新学習指導要領の前文には，教育基本法を

あえて引用しているのもその表れであると考える．

「総則」「第 5 章 特別活動」には，「キャリア教

育」「キャリア形成」の語が繰り返し用いられてい

る． 

 繰り返しになるが，「総則」では，「豊かな創造

性を備え持続可能な社会の創り手となることが期

待される生徒に，生きる力を育むことを目指すに

当たっては，学校教育全体及び各教科・科目等の 

指導を通してどのような資質・能力の育成を目指

すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図る

ものとする．」[38]と，学校全体の教育活動でキャ

リア教育を推進していくことが強調されている． 

 これまで以上に，特別活動を要としたキャリア

教育の充実が求められている． 

 
９．終わりに 

 3つの学習指導要領を引用しながら，その中で，

キャリア教育の扱われ方を整理してきた． 

 特に，前学習指導要領の下での，特徴的なキャ

リア教育実践事例を報告し，高等学校現場での成

果を示した． 

 全国的な校長対象のアンケート調査結果を引用

して，高等学校現場の抱えるキャリア教育への取

組への課題も報告した． 

 令和 4 年度から実施された，新学習指導要領で

は，さらに，キャリア教育が重視されている．本

稿によって，これまでの経験を活かし，改善すべ

き点は改善の努力を惜しまず，複雑で予測困難な

時代を生きる生徒の育成に，キャリア教育をどの

ように推進していくかのヒントを得ていただく一

助になれば幸いである． 
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